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2026 年  2 月  13 日 提出 

 

２０２５年度 

研究、教育、社会貢献活動報告書 

 

１． 研  究（本年度のみ） 

ふりがな   おかむらやすと 

職 位 専任講師 学 位 博士（心理学） 教員氏名   岡村靖人 

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ表記   Okamura Yasuto 

専門分野 心理学 

研究課題 
テーマ 消費者行動，学校適応 

概要  

本年度 

研究業績 

研究テーマ 消費者行動，学校適応 

経過と到達点 
学校適応に関する英語論文を執筆し，現在査読審査中である。 

新たな実験計画を作成している。 

 

（１） 学術論文 

 論文等の名称 
発行年月 

（西暦） 

単･共著

の別 
発表雑誌等 概要 

①日本の学

会誌（査読付

き） 

     

②海外ジャ

ーナル（査読

付き・IF な

し） 

     

③海外ジャ

ーナル（査読

付き・IF あ

り） 

     

④国際共著

論文 

     

⑤招待論文      

⑥その他論

文 

     

⑦ディスカ

ッションペ

ーパー・書評 

     

⑧紀要論文      
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⑨紀要研究

ノート・専門

誌記事 

     

 

（２） 著書 

 著書名 
発行年月 

（西暦） 
発行所等の名称 概要 

①単著     

②共著     

③分担執筆     

 

（３）学会発表 

 学会・研修名 発表年月 発表タイトル 概要 

①発表者 2025年度第 1回経営

情報学会 

2025.9. 社会行動への無意

識的影響 

さまざまな行動が外部環境から

無意識的な影響を受けているこ

とを，これまでの社会心理学や消

費者心理学の知見を基にレビュ

ーした。 

②共著者     

 

（４）外部研究資金獲得（競争的資金獲得） 

 
研究テーマ 

（代表研究者名） 

期間年月 

（西暦） 

研究項目の名称 

（文科省科研費等） 
概要 

①獲得共同

研究（研究代

表） 

    

②獲得共同

研究（分担研

究） 

    

③申請共同

研究（研究代

表） 

    

④申請共同

研究（分担研

究） 

    

⑤委託研究

（企業等） 

    

 

（５）受賞関係 

 研究テーマ 受賞日 表彰名 表彰団体名 
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２．教  育（本年度のみ） 

 

担当科目 

 
前   期 後   期 

科目名 科目名 

講義 社会心理学，心理学，データ分析 統計学，データ分析，消費者心理学 

演習 
基礎ゼミナール，ゼミナールⅡ，ゼミ

ナール特別活動 

ゼミナールⅠ，ゼミナールⅢ，ゼミナ

ール特別活動 

演習   

実習   

教育内容・方法 

の工夫 

◆ 問題演習の時間を確保することで，授業内容の理解度を確認している。また，どこ

まで理解してほしいかといった到達目標を示している。 

◆ 学生主体で，輪読発表を行っている。また，個別の質問対応や，編入試験対策とし

て面接練習や志願理由書の添削も行っている 

 

（１）ピアレビュー・FD 発表数 

 回数 

①受け入れ数        1 回 

②参加数        回 

③FD 発表数        回 

 

（２）課外活動 

 概要 

①ゼミ特別活動  

②その他活動  

 

（３）学内管理業務 

 委員会名等概要 

①学内委員会 教学委員会，国際センター，ハラスメント防止委員会 

②学園委員会  

③ワーキンググル

ープ 

 

④その他  

 

３．社会貢献活動（本年度のみ） 

（１）公的委員会 

分  類 活動・講演の概要 

①教育関係  

②学会関係  

③国  

④自治体  
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⑤第三者委員会  

⑥産学・地域貢献  

⑦その他  

 

（２）学術団体の理事（日本学術会議協力学術研究団体） 

分  類 活動・講演の概要 

①理事長・会長  

②理事  

 

（３）講演会関係 

分  類 活動・講演の概要 

①講演者・登壇者・学

会座長 

 

②その他  

 

 

 

４．特記事項（本年度のみ） 

 

 


